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2. シルバーリーフコナジラミ・タバココナジラミ

タバココナジラミ (Bemisiatabaci)は、 1979年に編集された文献解題「野菜害虫

編」ではワタコナジラミと記載されていた。 1980年代に入って植物病理分野では、

トマト黄化萎縮病等の重要な媒介虫としてタバココナジラミとしづ名称が一般的

に使われていた町周)。タバココナジラミ(在来系統)は従来からサツマイモやダ

イズ畑に生息していることが知られていたが、ウイノレス媒介以外には吸汁害やす

す病による被害をほとんど起こさないので、 1989年にポインセチアを中心にタバ

ココナジラミ新系統が発生する 8.凪凪 72)まで、国内の文献は媒介ウイルス病関係を
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除いて極めて少なく、コナジラミの分類55)やインドネシアにおける B.tabaciの個

体群動態13，1ぺ及びその天敵:!O，却に関するものが僅かにみられる程度で、あった。

1989年に愛知県下ではじめて発生が確認されたタバココナジラミ新系統は1991

年までに34都府県に広がったが日)、米国のフロリダリ十|の施設栽培では既に1986年

頃からカボチャの葉の白化症7)やトマト果実の着色異常77)を引き起こすタバココ

ナジラミ新系統が発生していた。我が国で多発生したタバココナジラミもカボ

チャやトマトに同様の異常症を起こすことから42，43・73，75)、タバココナジラミ新系統

であるとされたへその後、新系統は在来系統と交雑しないことや、 DNA分析、

アイソザイム分析等71) の結果に基づき新種として記載され、学名は Bemisia

argentifolii Bellows & Perringと命名された九これに伴い、それまでタバココナ

ジラミの newtype、biotypeB、poinse抗iastrain等の呼び方がなされていたが、英

名では silverleafwhiteflyと呼ばれるようになった。和名については、在来のタバ

ココナジラミ (B.tabacj) と区別し シルバーリーフコナジラミと呼ぶように提

唱されたへその後、タバココナジラミとシルバーリーフコナジラミの両種では

雄交尾信号も異なることが明らかにされている2ヘ以上のように、両種の名称は

その経緯から錯綜しているので、文献を読む際に注意を要する。しかし、 1989年

以降にタバココナジラミとして記述された文献は、両種の区別が特記されていな

い限りほぼB.argentifoliiについて記述されたものと見なせる。

タバココナジラミは世界的には63科325種の植物に寄生するとの記載があり問、

日本では13科23種闘が記載された。これらはシルバーリーフコナジラミが出現す

る以前の記述であるので、 B.tabaciの寄主植物として考えてよさそうである。

シルバーリーフコナジラミの生理生態的な特性として、寄主植物の種類ヘ各

種野菜・植物における白化症は 16.17，75)、サツマイモやエダマメの畑での多発生同)

が報告された。また、本種が各種I混昆度条件下において絶食や水のみを摂食した場

合の生存期間並びに各種糖類水溶液で、の生存期間が明らかにされた叩

ノ〈一リ一フコナジラミとオンシツコナジラミとを比較すると、前者は後者よりも

30
0

Cでは発育期聞が短く生存率が高いが、 20
0

Cでは逆に発育期聞が長く、生存率

が低くなるむ)。

シルバーリーフコナジラミの行動に関しては、成虫の垂直方向への分散状況刷、

オンシツコナジラミとの葉位別の分布の違い問、色彩の相違による成虫の誘引
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性以刊、成虫による近紫外線を除去した環境の忌避叫27問、光反射シートによる成

虫の行動抑制叫が明らかにされた。黄色粘着トラップによるコナジラミ類のモニ

タリングと予察への利用がなされている川ヘ米国での試験によると、、シンルパ一

リ一フコナジラミはオンシツコナジラミよりも飛朔移動能力が高し、ザ仰田附5)

シルパ一リ一フコナジラミの被害解析が行われ、すす病を抑えるための被害許

容水準及び要防除水準が明らかにされたへ本種に対する防除法については、ま

ず化学的防除法として、本種の発生が初めて確認された後に、有効薬剤の探索が

迅速かっ精力的に行われた6，9，10山

紫外線除去フィノレムで被覆したハウスでのシルバーリーフコナジラミの防除効

果78)、寒冷紗やシルバー寒冷紗2)などの被覆資材、殺虫剤含浸ネット 3:!)、黄色シー

トに幼若ホルモン様活性を有するピリプロキシフェンを塗布した資材叫による防

除効果が明らかにされた。

B. tabaci及びB.argentifoliiの天敵類の調査が日本各地で行われ、数種の寄生蜂

や捕食性天敵が記載された2山，札70)。生物的防除法に関連する基礎的調査として、

タバココナジラミ新系統にオンシツツヤコパチ (Encarsiaformosa)が高率に寄

生すること叫、 E.formosaとE.transvenaによるタバココナジラミ新系統の各齢

に対する寄主体液摂取あるいは産卵の選択却、 E.formosaのタバココナジラミ新

系統とオンシツコナジラミに対する寄主選好性叫、及び両種コナジラミの混在下

における E.formosαによる密度抑制効果則、近紫外線除去フィルム被覆が

E. formosaの寄生率に及ぼす影響26，27)、E.formosaやサパクツヤコパチの色彩ト

ラップへの誘引性凶カ2調査された。更に、 E.formosaによるタバココナジラミ新

系統の防除効果試験が小型ガラス室川6)、ビニールハウス48，8!)、雨よけ栽培18)、促

成栽培のプラスチックハウス叫で行われ、密度抑制効果が明らかにされた。また、

コナジラミの防除に利用する E.formosαに対する薬剤の影響や薬剤試験

法11・29.川2，53，80)が明らかにされた。シルパ一リ一フコナジラミに対する微生物農薬

による防除効果が、 Bea仰uve氾eriバ刈ぜ匂iωα baω'ssiα仰nαa38，6叩6町7ぺVerげ9すtiたfci凶l/iumη1/，たecαni凶iμi'凹札町9仏引.7川ヘ Pαaeciぜ山fωomηly戸ceωS 
ρルlmoωsoゲroω'seuωS♂砧耐)でで、明らかにされた。

従来、 トマト黄化萎縮病はタバココナジラミ (B. tabaci)が媒介するタバコ葉

巻病ウイルス (TLCV)によって起こることが知られていたが、侵入害虫である

シルバーリーフコナジラミが日本では発生していなかった TYLCV(Tomato 
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yellow leaf curl virus)を媒介し、 1996年には静岡県で初めて発生が確認された期。
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3. ワタアブラムシ

ワタアブラムシAphisgossypii Gloverは、アブラムシ科に属する昆虫の一種で

ある。その分布は、熱帯、 E熱帯、温帯、亜寒帯、そして寒帯の一部にわたる全

世界のほとんどに分布している。本種の寄主植物は数百種にも及び、その中には

重要な農業作物も多く含まれている。本種による被害は、吸汁による葉の萎縮、

排准物によるすす病の発生、そしてウイルスを媒介して被害を与える。また、本

種はウリ科寄生個体群、ナス科寄生個体群などの多くのバイオタイプに分離でき

ることが知られている。 1980年頃から本種の殺虫剤に対する感受性の低下が問題

となっている11l。

ワタアブラムシには1.雑草類を寄主とする不完全生活環、 2. ムクゲを主寄

主とする移住を必須としない完全生活環、 3. クロツパラなどを主寄主とする完

全生活環、アカネを寄主とする非移住型の完全生活環の4つのバイオタイプが存

在することが明らかにされている 18.19，21)。福島県での調査では、本虫の生活環は

まずオオイヌノフグリからナス科植物に移住し、その後ウリ科植物に移住すると

推定している刊。また北海道東部ではクロウメモドキからジャガイモに移住する

と推定されている.7)。また、本虫の第8腹節背板の刺毛によりモルフを同定でき

ること :)0)、その他の形態の変異からバイオタイプの異なる幼虫の齢を決定できる

ことが報告されている :!4加。また体色の異なる 2種の個体間では内的自然増加率

や寿命に差が見られることが報告されている問。高知市での発生消長は12月上旬

から 5月下旬まではオオイヌノフグリで5月下旬から12月上旬まではヤブガラシ

に寄生する。また別のバイオタイプでは12月上旬から 5月下旬までブッソウゲに

寄生しその後キュウリ、ナスで増殖することが報告されている叫制。福島県では

7月上旬に最も多くキュウリ圃場に飛来してくる。本種の12月におけるムクゲで

の産卵場所は小枝上のくぼみなどの産卵に適したところであるが、ふ化後移動し、

摂食に適した場所まで移動することが明らかになった22.23}。無題胎生虫のキュウリ

を餌としたときの個体群増殖のパラメーターが明らかになった叫。また、パレイ
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